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公募推薦入試【看護学部】（前期・中期・後期） 

■公募推薦入試　前期（専願制）　　特待生選抜を実施します。 受験科目・判定方法はＰ16

2017年10月2日(月)～2017年10月25日(水) 【締切日必着】　最終日のみ窓口出願可

2017年11月3日(金)

本学 試験場はＰ40を参照してください。

2017年11月11日(土)

2017年11月13日(月)～2017年11月27日(月) 【締切日消印有効】

2017年11月13日(月)～2018年1月22日(月) 【締切日消印有効】

2017年10月2日(月)～2017年11月13日(月) 【締切日必着】　最終日のみ窓口出願可

2017年11月19日(日)

本学、福知山、大阪、神戸、岡山、広島、米子、高松 試験場はＰ40を参照してください。

2017年11月26日(日)

2017年11月27日(月)～2017年12月14日(木) 【締切日消印有効】

2017年11月27日(月)～2018年1月22日(月) 【締切日消印有効】

2017年10月2日(月)～2017年11月27日(月) 【締切日必着】　最終日のみ窓口出願可

2017年12月2日(土)

本学、大阪、岡山、広島、高松 試験場はＰ40を参照してください。

2017年12月13日(水)

2017年12月14日(木)～2017年12月27日(水) 【締切日消印有効】

2017年12月14日(木)～2018年1月22日(月) 【締切日消印有効】
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■公募推薦入試　中期　　特待生選抜を実施します。 受験科目・判定方法はＰ16

■公募推薦入試　後期　　特待生選抜を実施します。 受験科目・判定方法はＰ16

■出願資格
　　　　公募推薦入試（前期・専願制）

　　　　次の条件を満たす者で、合格した場合に必ず本学に入学することを確約できる者（専願者）

　　　　1. 学業成績､人物ともに優れ学校長が推薦する者

　　　　2. 以下のいずれかを満たす者

　　　　　 ①高等学校または中等教育学校を卒業した者および2018年3月に卒業見込みの者

　　　　　 ②通常の課程による12年の学校教育を修了した者および2018年3月に修了見込みの者

　　　　　 ③学校教育施行規則第150条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者および2018年3月31日までにこれに

　　　　　 　該当する見込みの者

　　　　公募推薦入試（中期・後期）

　　　　次の条件を満たす者

　　　　1. 学業成績､人物ともに優れ学校長が推薦する者

　　　　2. 以下のいずれかを満たす者

　　　　　 ①高等学校または中等教育学校を卒業した者および2018年3月に卒業見込みの者

　　　　　 ②通常の課程による12年の学校教育を修了した者および2018年3月に修了見込みの者

　　　　　 ③学校教育施行規則第150条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者および2018年3月31日までにこれに

　　　　　 　該当する見込みの者
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■出願書類

本学所定の入学願書に「入学願書記入例」（Ｐ46、Ｐ47）を熟読の上、記入してください。

※一度の検定料で複数回受験（P5参照）することができます。入試を複数回に分けて出願する場合は、最初に振り込んだ

ことが証明できる、「（C）入学検定料振込金受取書」のコピーを添付してください。
　

出願前３か月以内に撮影（上半身・脱帽・正面）した写真（縦４cm×横３cm）を貼り付けてください。

写真の裏面に、氏名・志望学部名を記入してください。
　

文部科学省所定の様式により学校長が出願前３か月以内に作成し、厳封したもの。（開封無効）
　

本学所定（巻末）の用紙により学校長が作成し、厳封したもの。（開封無効）
　

１．入学願書

　

２．志願者写真票

　

３．調査書
　

４．推薦書
　

公募推薦入試で複数の日程に同時出願する場合、それぞれの願書が必要となります。ただし、入学願書・志願者写真票を除く出願書類は各1通で結構

です。なお、課外活動等報告書は不要です。

■出願方法
　　　　本学所定の封筒で入試センターへ簡易書留・速達で郵送してください。最終日のみ午後５時まで窓口での出願が可能です。

　　　　〒６７０－８５２４　兵庫県姫路市上大野７－２－１　　姫路獨協大学　入試センター

■入学検定料
　　　　３５，０００円

　　　　銀行もしくはコンビニから振り込んでください。郵便局では取り扱いません。コンビニでの支払方法はＰ45を参照してください。

　　　　一度の検定料で、【公募推薦入試全日程（最大３回）】の受験が可能です｡詳細はP5を参照してください。

■受験票
受験票は、出願締切後に発送します。試験日の２日前までに受験票が届かない場合は、入試センターまで問い合わせてください。

試験当日は、受験票を必ず持参してください。

■合格発表
１．合格発表について

①合否結果を合格発表日に速達郵便で発送します。また、「電話・インターネットによる合否案内システム」で合否結果を知ることができます｡（P33参照）

②合格者には、「合格通知書」とともに「入学手続書類」を送付します。

③電話等による合否の問い合わせには、応じられません。

④合格発表日から３日たっても通知がない場合は、入試センターまで問い合わせてください。

⑤特待生の選考結果については、「特待生選考結果通知書」を該当者のみ同封します。「電話・インターネットによる合否案内システム」では、特待生選

考結果を確認することはできません。

２．出身高等学校への公募推薦入試の結果通知について

入学試験の合否結果については、合格発表日に出身高等学校へ速達郵便で発送します。

■入学試験の成績照会
受験者本人から入学試験の成績照会を求められた場合は、受験者本人であるかを確認の上、受験科目の得点および総合得点のみを合格発表日以降

（2018年3月30日まで）に開示します。成績照会希望者は本学入試センター窓口で、本人であることを確認できるものおよび受験票を持参の上、申請して

ください。

ネット出願 インターネットによる出願が可能です。（書類の送付も必要です。）詳細はP54をご覧ください。
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計合調査書面接査検力学礎基間時験試

・調査書の「全体の評定平均値」を5倍します。

１
科
目
選
択

250点25点200点
（100点×2科目）

25点

受験科目（●必須、○選択）

10:30～12:30

13:30～

【120分】

・調査書の「全体の評定平均値」を5倍します。

■受験科目・判定方法
公募推薦入試（前期・専願制）

１．解答方法は全問マークシート形式です。出願後は選択科目の変更ができません。

２．試験問題は各受験科目が合冊になっています。所定の試験時間内に看護学部が指定する科目（受験票に記載された科目）を解答してください。

３．試験開始15分前までに集合してください。試験開始後20分以上遅刻した場合は、試験室への入室を認めません。

４．調査書の得点は、高等学校の調査書の「全体の評定平均値」を5倍します。

５．高等学校卒業後、一定期間を経た者のうち、高等学校から調査書が発行されない場合は、志願者の「調査書の評定平均値」（小数点第2位を四捨五入）

の平均を「評定平均値」とします。

６．優秀な成績を収めた受験生を特待生とし、入学年度の授業料を減免します。特待生の選考は基礎学力検査２科目の合計点で行います。

　　（Ｐ4の［特待生制度］を参照してください。）

７．受験科目の理科のうち基礎を付した科目は、教科書に記載されている「発展」の内容まで出題範囲に含みます。

８．公募推薦入試の前期は専願制です。試験会場は本学のみで実施します。

○　国　語 「国語総合（漢文除く）」

●　英　語
「コミュニケーション英語Ⅰ・コミュニケーション英語Ⅱ・

英語表現Ⅰ」

○　数　学 「数学Ⅰ・数学Ａ」

○　理　科 「化学基礎」、「生物基礎」から1科目選択

●　面　接 受験者複数名／面接者2〜3名、約20分

計合調査書小論文査検力学礎基間時験試

１
科
目
選
択

325点25点200点
（100点×2科目）

100点

受験科目（●必須、○選択）

10:30～12:30

13:30～14:30
【60分】

【120分】

公募推薦入試（中期・後期）

１．解答方法は全問マークシート形式です。出願後は選択科目の変更ができません。

２．試験問題は各受験科目が合冊になっています。所定の試験時間内に看護学部が指定する科目（受験票に記載された科目）を解答してください。

３．試験開始15分前までに集合してください。試験開始後20分以上遅刻した場合は、試験室への入室を認めません。

４．調査書の得点は、高等学校の調査書の「全体の評定平均値」を5倍します。

５．高等学校卒業後、一定期間を経た者のうち、高等学校から調査書が発行されない場合は、志願者の「調査書の評定平均値」（小数点第2位を四捨五入）

の平均を「評定平均値」とします。

６．優秀な成績を収めた受験生を特待生とし、入学年度の授業料を減免します。特待生の選考は基礎学力検査２科目の合計点で行います。

　　（Ｐ4の［特待生制度］を参照してください。）

７．受験科目の理科のうち基礎を付した科目は、教科書に記載されている「発展」の内容まで出題範囲に含みます。

８．公募推薦入試の中期・後期は専願制ではありません。

○　国　語 「国語総合（漢文除く）」

●　英　語
「コミュニケーション英語Ⅰ・コミュニケーション英語Ⅱ・

英語表現Ⅰ」

○　数　学 「数学Ⅰ・数学Ａ」

○　理　科 「化学基礎」、「生物基礎」から1科目選択

●　小論文 長文読解、基礎学力問題を含む。




